
様式1

１　学校教育目標 ～スローガン「夢を志へ」～

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

総務 他の分掌と連携して学校行事の円滑な運営を図っていきたい。学校の的確な情報を迅速に発信できるようにしたい。

教務 新教育課程移行に伴い、新たな学習評価の基準の作成や、運用方法の検討を行う。業務内容の効率化を図り、教員の負担の軽減と理解を深める。

生徒指導 学校行事や各種委員会活動の活性化を図り、生徒の満足度を上げていきたい。身だしなみにつては、就職面接での服装を基準として教職員の共通理解のもと指導を進めていきたい。

進路指導 昨年度進学は国公立大学23名をはじめ多くの生徒が第1志望の進学先に合格し、就職については11年連続就職内定率100％を達成することができた。コロナ禍で就職状況が厳しくなると予想されるが、３学年団と協力して生徒の進路実現に努めていきたい。

保健体育 担任等と連携し、健康観察や治療勧奨を行うとともに、手洗い・消毒等の感染予防行動や基本的な生活習慣の確立を徹底し、生徒の自己健康管理能力を育てたい。

教育相談・人権教育 生徒が安心して学校生活を送れるよう適切な支援を全校体制で行いたい。また、自己肯定感を培い他者尊重の意識を育める環境づくりに努めたい。

図書 魅力的な図書館となるよう、生徒のニーズと学びを兼ね備えた選書を心掛けたい。読書・学習・情報の各センターとしてのそれぞれの機能を、時代に合った形でより洗練させていきたい。

情報 校務システムを新たな学習評価の基準に対応・整備し、滞りないよう運用・管理を行う。学習用端末を積極的に活用できるよう、研修の実施や規定の整備等を行い、不具合等が発生した場合は迅速に対応できるよう努める。

１年 下商生としての心構えや礼儀等を普段の学校生活や授業を通して身につけさせたい。また、基本的な生活習慣の確立を図り時間厳守を意識させる中で、将来のビジネスのゼネラリスト・スペシャリストとしての資質を育成したい。

２年 中核の学年としての学習・行事・部活動等意欲的な取り組みを促したい。引き続き礼法・服装指導を行ない、落ち着いた学習環境を整えたい。また、進路実現に向けた視野を広げさせたい。

３年 社会の情勢に変化がある中であっても、教職員、地域社会との関係をしっかりと構築し、生徒全員の進路実現をめざす。

商業 校内外での研修を充実させ、授業参観や研究授業などを継続して行う。地域社会に貢献できる人材を育成できるよう、地元企業と連携し、社会人基礎力、ビジネスマナー、実践力を育成していく。卒業までに全商検定1級3種目以上30名をめざす。

情報処理 クラス担任・教科担当者等との連携・協力を深め、資格取得や進路実現に向けて適切な指導を行う。ビジネス情報やプログラミングに対する興味関心をしっかりと持たせ、より高度な資格取得を目標にする。

業務改善 「業務の見直し・効率化」、「勤務体制等の改善」、「学校支援人材の活用」の３つの柱をもとに働き方改革を推進し、各業務の目的を共有し協働して教育活動を行う業務体制を整え、心身ともに良好に業務を進めることができる職場づくりに取り組む。

３　本年度重点を置いてめざす成果・特色、取り組むべき課題

４　自己評価

評
価
領
域

重点目標 具体的方策（教育活動） 評  価  基  準 資料 評価 重点目標の達成状況の診断・分析
総合
評価

学校関係者からの意見・要望等 評価

わたしは、授業に積極的に取り組んでいる。 生徒 96.2%

わたしは、授業の予習や復習、検定試験に向けた学習を家庭で行ってい
る。

生徒 71.0%

基礎学力の充実に向けた授業づくりの工夫を行っている。 教員 100.0%

わたしは、学校の授業について十分理解していると思う。 生徒 91.0%

基礎力診断テストの状況 資料

先生方は、あなたの学力の定着を図るための授業や補習など熱心に取り組
んでいると思う。

生徒 94.3%

授業アンケートの結果に基づき、授業改善に取り組んでいる。 教員 96.6%

教材研究、公開授業や各種研修会等に参加するなど授業研究に取り組んで
いる。

教員 79.3%

本校は、進路に応じた教育課程や選択科目が用意してあると思う。 生徒 94.6%

先生方は、あなたの理解度に合った適切な学習指導をしていると思う。 生徒 93.4%

学校行事の充実

①各種委員長の選抜方法の見直し
②学校行事の見直し
③各種委員会の活性化
④学校行事の分担制

学校評価アンケート（生徒）で「学校行事等の満足度」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 97.6%

・学校行事について、「鹿児島商業姉妹校交歓会」を３年振り
にZOOMではなく、対面で実施することができた。生徒会役員の
交流と硬式野球部の親善試合を行った。特に、生徒会の交流行
事として、「eスポーツ」を計画していただき、例年以上の盛り
上がりをみせた。早速、本校の２学期ホームマッチにおいて「e
スポーツ」を取り入れ、生徒から高い満足度を得ることに繋
がった。
・下商祭について、今年度は条件付きではあるが、保護者の来
校を再開した。コロナ禍以前の状態にまでは戻っていないが、
感染防止対策を実施しながら、適切に行事の運営を行うことが
できた。

A

生徒の規範意識の向上

①頭髪服装指導の実施
②登校指導の実施
③風紀委員による挨拶運動の実施
④ＪＲ乗車指導の実施
⑤通学路指導の実施

学校評価アンケート（生徒）で「校則や決まり事を守っている」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 97.2%

・学校の取組みとして、頭髪服装検査は年間通して８回程度、
JR乗車指導と通学路指導は各学期に１回ずつ行い、適宜指導を
行った。また、服育セミナーや風紀委員の挨拶運動等を通じ
て、生徒の規範意識の向上を図っている。
通学路の危険箇所についても、「東進予備校付近の三叉路に
カーブミラーの設置」を今年度の要望事項として県に提出して
いる。

A

環境美化の推進

①清掃活動の推進
②美化委員による掃除用具の点検
③行事前のボランティアによる清掃活動
④大掃除の定期的な実施

学校評価アンケート（生徒）で「意欲的に清掃活動に取り組んでいる」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 91.0%

・今年度も引き続き、「掃除区域の見直し」や「掃除道具の点
検・管理」を重点的に取り組んだ。生徒の「清掃活動に意欲的
に取り組んでいる」の項目では、91％と昨年度（80.4％）と比
較して高い数字が出ている。今年度から、掃除時間と終礼の開
始時間を明確に区切ったことも要因として考えられる。
・来年度は、校内、校外の清掃にも目を向けて新たな清掃行事
を企画・実行したいと考えている。

A

情報モラル教室の推進
①携帯安全教室の実施
②新入生へのＳＮＳトラブルの注意喚起

携帯安全教室のアンケート結果において、「SNSの利用を見直そうと思っ
た」の項目が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。 生徒 64.3%

情報モラル教育として、「携帯安全教室」を５月に実施した。
今年度は、「NTTドコモ」に依頼し、ZOOMにて、SNS上のトラブ
ル未然防止の観点から講演をしていただいた。昨年度の評議員
会でご指摘いただいた通り、理解度を深めることができたかを
評価基準にして、生徒への事後アンケートを行った。「SNSの利
用の見直し」や「新しい発見があった」といった項目におい
て、64.3％という結果であった。来年度以降は、トラブルの未
然防止の観点だけでなく、望ましい利用の仕方についても触れ
ていきたい。

B

キャリア教育の充実
①生徒・保護者への進路情報提供
②進路ガイダンスの実施
③３年間のキャリア教育に基づいた指導

学校評価アンケートで「進路に関する情報を積極的に提供し、生徒への進
路指導は十分行われている」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：70％以上であった。
Ｃ：60％以上であった。
Ｄ：60％未満であった。

生徒 95.8% A

就職内定率100%

①求人開拓
②個別面接指導
③就職課外指導
④企業見学への参加

就職内定率が
Ａ：100％であった。
Ｂ：90％以上であった。
Ｃ：80％以上であった。
Ｄ：80％未満であった。

資料 A

国公立大学を中心とした
進学指導

①個別課外指導（小論文、面接、教科指導等）

第1志望の進学先に
Ａ：90％以上が合格した。
Ｂ：80％以上が合格した。
Ｃ：70％以上が合格した。
Ｄ：70％未満が合格した。

資料 A

保
健
体
育

健康意識を高め、自己の
健康管理を実践する力の
育成

①健康観察を徹底し、健康状況の把握に努める
②健康診断結果から、担任等と連携して治療勧奨を行う
③保健だよりの発行や、健康情報の発信を行う
④「生活アンケート（健康に関する）」を実施し、生徒保健委員
会で掲示物を作成する

健康観察の実施状況、健康観察結果を自己の健康管理に役立てることがで
きたか。
治療受診状況。
保健だよりの発行状況。
生活アンケート（健康に関する）結果から掲示物を作成することで、自己
の健康について振り返ることができたか。

資料

・朝の健康観察は80％実施できており、自己の健康管理に役立てる
ことができている。担任等と連携し、治療勧奨を行ったが、コロナ
禍もあってか受診状況は低かった。
・毎月発行の保健だよりや掲示物をとおして、健康情報の発信に努
めた。
・生徒保健委員会では「朝食について」生活アンケート結果をまと
め掲示物を作成し下商祭で展示した。アンケート結果をとおして生
徒一人ひとりが健康について振り返る機会につながった。

B

・何事も健康が第一であることを意識づける取組を是非継続していた
だきたい。
・コロナ感染拡大防止の観点から、朝の健康観察は100％を求めたい。
・コロナの感染予防で行っている、マスクの着用や体温測定等の自己
の健康管理の習慣は今後も継続してほしい。
・現状でできる限りのことを今後も引き続きお願いしたい。
・食育に関しては少々心配である。せっかくの学食を利用することも
ひとつではないか。

A

①学校生活アンケートの実施
②対面による面談、メールによる相談の実施
③教員間、ＳＣと協力して問題の改善を図る

学校生活アンケートを
Ａ：８回以上実施し、適切に対処した。
Ｂ：７回実施し、適切に対処した。
Ｃ：５回実施し、適切に対処した。
Ｄ：３回実施し、適切に対処した。

資料

学校評価アンケート（生徒）の項目で「悩みに関する相談について、適切
に対応していると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 87.7%

人権教育の推進

①クレペリン検査、∑検査等を実施して生徒理解を深める
②人権、命の尊さに関する生徒向けの講演会の実施
③教職員向けの人権教育、特別支援教育に関する研修会の
　実施

各種検査、生徒向け講演会、教職員研修会を
Ａ：全て実施した。
Ｂ：２つを実施した。
Ｃ：１つを実施した。
Ｄ：いずれも実施しなかった。

資料 B

学校評価アンケート（生徒）の項目で「いじめもなく友達とも仲良く学校
生活を送っていると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 98.1%

学校評価アンケート（保護者）の項目で「いじめもなく友達とも仲良く学
校生活を送っていると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

保護者 94.2%

読書習慣の育成
①朝の読書の継続

朝の読書時間で本に触れている。 資料 読書を習慣化する良い時間となっている。

②「万古館だより」による新着図書、推薦図書の案内 図書館を利用している。 資料
固定的な利用層に加えて、授業において、書籍紹介・貸し出し
の時間を定期的に確保することで、万古館が生徒にとって身近
な場所となり、利用者も漸増している。

情
報

情報機器・校務システム
の運用

①学習用端末の活用・管理
②校務システムの新しい評価基準への対応

学習用端末や校務システムなどが整備されており使用しやすい環境であ
る。

教員 82.8%
学習用端末をより積極的に活用するにはネットワーク環境の整
備が必要である。校務システムについては観点別評価への対応
はできている。

B

・ネットワーク環境の整備が早期に整うことを願いした
い。

B

学校評価アンケート（生徒）の項目で「基本的生活習慣や社会のルール・
マナーを身につけるよう努めている」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 98.1%

学校評価アンケート（保護者）の項目で「本校は学校と家庭の連携がうま
くいっていると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

保護者 87.3%

令和４年度　下関商業高等学校　学校評価書　 評価者（久保田　力哉）

　教育目標・・・・・・・①社会人基礎力の育成　②確かな学力の育成　③キャリア教育の推進　④部活動、学校行事等の充実　⑤地域連携教育の推進　⑥学校安全の質と水準の向上
　めざす生徒像・・・・・①経済社会の持続的な発展を支える職業人として必要な資質・能力を備えた生徒
　　　　　　　　　　　　②多様な人々と連携・協力しながら、様々な困難を乗り越えていくことのできる生徒
　　　　　　　　　　　　③他者を思いやり、社会に貢献しようとする態度や感謝する心をもった生徒
　　　　　　　　　　　　④激しい時代の変化に対応しながら、主体的に未来を切り拓く力をもった生徒
　　　　　　　　　　　　⑤郷土に誇りと愛着をもつとともに、グローバルな視野を合わせもった生徒
　日常生活での実践・・・①進んで挨拶をする。　②掃除を徹底する。　③時間・約束を守る。　④服装・身なりを整える。
　　　～凡事徹底～
　チャレンジ目標・・・・①国公立大学20名以上合格　②就職100％内定、３年間は離職しない進路意識の涵養　③資格取得　全商検定１級３種目以上合格40名以上

「未来に富める人づくり」のための４つの柱・・・①轍をつなぐ(３年間を見通したキャリア教育の推進)　②地域をつなぐ(保護者・地域との連携強化と積極的な情報発信)　③学びをつなぐ(確かな学力・社会人基礎力の育成と資格取得の奨励)　④心をつなぐ(生徒一人ひとりに寄り添う教育相談体制の充実)

評価（自己評価）
Ａ達成できている　　　Ｂ概ね達成できている　　　Ｃやや不十分である　　Ｄ不十分である

５　学校関係者評価

総
務

情報発信の充実
①インターネットを使った情報発信
②学校案内による学校紹介

ホームページが随時更新され、学校行事や部活動の情報が、タイムリーに
公開されている。
学校案内が分かりやすく編集されている。

保護者 80.8%

・評価が82.8%となっているが、これは保護者アンケートの質問
項目の不備によるものと考えられる。ちなみに、学校行事や部
活動に関するＷＥＢページの今年度の更新は12月までで87回
行っており、近隣他校と比べても圧倒的な頻度である。また、
学校案内も今年度内容やデザインを刷新して分かりやすいもの
になっている。

A

・ＷＥＢページの更新頻度については充実していることが伺える
が、これに満足することなく取り組んでいただきたい。
・引き続き学校案内の充実に努めてほしい。
・SNSなども活用してみては？
・HPの更新回数が多く、分かり易い内容となっていると思う。
・ＩＴでの広報は安価で簡単ではあるが、その分、更新しないと
伝わらない。こまめな更新を期待する。

A

進
路
指
導

・保護者への情報提供や生徒に対する進路指導に関する評価は
昨年度の94.2％から本年度はさらに向上した。総合的な探究の
時間やLHRの時間を中心とした進路ガイダンスや個別指導等を計
画的に行い、進路指導部と学年団、生徒、保護者の連携が図れ
た結果といえる。来年度も引き続き生徒の進路実現に向けて、3
年間の「つなぎ」を意識したキャリア教育の推進に努めたい。
・本年度も地元企業を中心に各事業所を訪問し、求人開拓を
行った。求人状況は良好で、昨年度を上回る求人をいただき、
12年連続就職内定率100％を達成できた。多くの生徒が通勤圏内
の地元企業に就職するため、今後も地域にとって有為な人材を
育成できるよう努めたい。
・昨年度に引き続き全教員が小論文指導を行った。また下関市
立大学等の小論文指導を従来の生徒一人に対して教員一人の体
制から複数の生徒を複数の教員が担当するグループ体制に変更
した。その結果、国公立大学に21名（山口大学1名、下関市立大
学17名、北九州市立大学3名）合格をするなど、ほとんどの生徒
が第1志望の進学先に合格することができた。今後も様々な受験
先や受験形態に対応できる指導体制作りが求められる。

・就職に関しては、担当教員の丁寧な指導の成果が表れて
いると評価する。保護者を含め、市民の企業認知度は低い
と考えられるため、市内にある身近な企業を平素から意識
できるような取組に期待したい。進学について、志望校へ
の進学できた実績を評価する。生徒一人ひとりが真に志望
する進学先を見据えることが大事であるため、引き続き丁
寧にフォローしていただきたい。
・就職を目的として実業高校に入学を考えている中学生に
とって、学校案内での就職率100％は非常にインパクトがあ
るのではないだろうか。今後も地域が期待する有為な人材
の輩出に努めてほしい。

・生徒に対する進路指導や保護者への情報提供の評価点が
昨年より向上し、かなり高い点数であることは評価すべき
ことと思う。その結果が生徒の今後の進路につながってい
るのだと思う。今後も引き続き、よろしくお願いしたい。
・この結果を続けて頂きたい。
・現状、生徒数が減っているため、進学にしても就職にし
ても、商業の優位性について心配が残る。

A

・家庭学習について、30分以内の場合が多くなっている
が、必ずしも時間が長ければいいわけではないので、１日
短時間を反復して成功した事例を紹介するなど、生徒のや
る気を引き出す取組に期待したい。
・全体では概ね目標が向上し、予習・復習に取り組む生徒
は増加しているのに、家庭学習の習慣が過去最低となった
のは何故か。特に後半に大きく下がった原因は何か、R.5年
度に家庭学習を増やす工夫を考える上でも、その主な要因
を究明してほしい。
・生徒の評価点が高いところが評価できると思う。家庭学
習においては71.0%となっているが、昨年度は51.2%で、評
価は上がっているが保護者と連携を取って家庭学習をする
必要があると思う。
・基本的には問題はないが、進学・就職ともにコミュニ
ケーション能力が重視されているので、そこにも工夫して
もらいたい。

B

教員の指導力向上
①生徒による授業評価の実施
②研究授業、公開授業の実施
③校内外の研修会への積極的参加

学習支援体制作り
①学習内容の充実
②授業時間の確保
③評価基準の検討・改善

教
務

学力向上

①基礎学力の充実に着目した授業づくり
②自主学習の習慣化への工夫
③補習・課外や個別指導
④基礎力診断テストの活用

・今年度より、１年生では観点別評価の方法が変わり、各教員
が各観点に応じた学習指導や評価の方法を研究している。ま
た、２・３年生においても学力の定着やわかりやすい授業・理
解度に合った授業を進める努力が行われている。アンケートの
結果からも授業が分かりやすいと感じる生徒や、興味関心を持
つようになる生徒が増加していることが分かる。
・生徒の授業への取組は昨年度より向上しており、予習･復習に
取り組む生徒が増加し、なかでも課題や提出物に取り組む生徒
は昨年より20ポイント増加している。また基礎力診断テストの
結果などから、生徒の基礎学力の向上は達成されていると言え
る。
・生徒の授業への取組は向上しているが、平日の家庭学習の時
間は今年の後半にかけて大きく減少している。特に30分以内の
生徒が前期の２倍に増加した。
・今年度は、生徒の評価ポイントは昨年度より概ね向上してい
る。一方、家庭学習の習慣の項目が後半大きく下がり過去最低
の結果になってしまった。来年度の課題としては、家庭学習の
定着と継続して学習する習慣を維持することを指導の目標とし
たい。

B

生
徒
指
導

・学校行事について新たな取組を計画し、実行したことを
評価する。失敗があっても生徒から新たなアイデアが次々
に出てくることを期待する。スマートフォンについては、
正しく使えることが大事であるため、禁止よりも使うこと
を前提にした指導をしていただきたい。
・最近報道されている回転寿司などでの迷惑行為のSNSへの
投稿について、安易な気持ちで行ったことでも刑事事件に
まで発展し、人生を狂わせてしまうことになる。間違いを
起こさないように生徒の規範意識と情報モラル教育につい
て次年度の改善策にあるように、「ルールを守る」「ルー
ルの必要性」を生徒同士でも話し合う場を持たせて十分に
認識させてほしい。
・「学校行事の充実」「生徒の規範意識の向上」「環境美
化の推進」といった点は高評価ということは、生徒自らが
学校生活を充実に送っているのではないかと思われる。し
かし、「情報モラル教室の推進」では、昨年比でもかなり
評価を下げている。昨年度と同じ様なテーマで開催されて
いるようだが、何が悪かったのかを反省し、高評価となる
様にして欲しい。
・ARスポーツ(HADOなど)も学生さんは好きなのでは？

A

・多様性に対応することが求められる現代社会において、
他者を認める意識を持たなければ、自身も生き辛くなるこ
とを社会に出る前に理解させることが大事だと考える。
・SNSに関するトラブルについては、具体的に、定期的に、
実施できるとよい。必要に応じて外部講師を招聘するとよ
い。
・いじめ問題は子ども、大人に限らず起こりうることであ
る。非常にデリケートで難しいと思うが、いじめる側、い
じめられる側双方に大きな傷が残るのではないだろうか。
大きなことにならないように、外部の専門家などにも相談
し、引き続き防止に努めてほしい。
・いじめ問題の取組の成果が評価に表れていると思う。非
常に敏感な課題である。今後も丁寧な取組が必要と思う。

A

図
書

B

・立派な図書室を多くの生徒に利用してもらいたい。
・万古館の利用者が増えていることはよいことだと思う。
・意識的に本を読むことは必要なので、積極的利用をお願
いしたい。

B

教
育
相
談
・
人
権
教
育

教育相談の充実

・毎月、学校生活アンケート等を実施して、生徒の実態の把握
に努めた。記入があった内容については、個別面談を通して担
任から確認してもらった。
・生徒の抱える問題について全校体制で支援できるように、職
員会議に情報交換会を設けて教員間で情報を共有した。ＳＣ、
ＳＳＷ等とも連携し、専門的な立場からの助言を受けた。生徒
や保護者にとって可能な限りより良い方向に向かうよう努め
た。
・昨年度育児休業を取得した本校教諭を講師として、全校生徒
を対象に人権教育の講演を行った。その他、１年生を対象に
AFPY、２・３年生を対象にアンガーマネジメントといった心理
プログラムを行い、心の教育の充実に努めた。管理職による人
権教育に関する研修も行った。

B

・生徒の抱える問題については、引き続き教員間での情報
共有に努めるよう継続して取り組んでいただきたい。
・マスクは感染予防にはなっても、表情を読み取れないの
でSOSの発信を見逃してしまうこともあるのではないだろう
か。表情が読み取り易くなるので、アンテナを張って注意
深く見守り、早目に問題を察知してあげてほしい。

・アンケートの実施が定期的にできていることを評価す
る。AFPYやアンガーマネジメントは、今後の社会とても必
要なことだと思う。人間形成のためにも今後も引き続きお
願いしたい。
・本来なら家庭や友人同志で解決できることが、学校や外
部にお願いすることが増えてきている。
・問題解決に向けて大学との連携も、行ってみてよいので
はないか。学生の悩みに関しては、しっかりした窓口を市
大は行っている。

A

いじめ防止の推進
①いじめ調査（学校安全アンケート）の実施
②授業やＬＨＲを通して啓発活動を行う

・１・２学期に一度ずつ、保護者と生徒が一緒に回答する学校
安全アンケートを実施し、校内外の危険個所や、いじめや嫌が
らせ等の有無を確認した。特にいじめや嫌がらせに対しては、
担任や学年主任、生徒指導部と連携して問題解決に努めた。無
記名で実施することによって問題を訴えやすくなる半面、教員
の介入が難しいという問題点が残った。把握した状況のを元
に、教員が継続的に見守りをしたり、いじめを許さないという
姿勢を示したりした。
・人権教育の講演を通して、育児について考える機会を設け
た。話し合いの中で、誰もが身近な問題として捉えることがで
きた。他者の立場を思いやる良い契機となった。日頃、SNS上の
トラブルや心無い言動によって傷つく生徒は多い。日常生活の
中に目を向けて、人権に配慮した行動できるような啓発を今後
も続けていきたい。

B

A

第
１
学
年

基本的生活習慣の確立
①授業や学校生活の中で凡事徹底を図る
②家庭と密に連携して協力体制を整える

・規則正しい生活習慣が身に付いており、落ち着いた学校生活
を送ることができている。学年全体で集合する際には必ず５分
前に集合し、服装の乱れもほぼ見られない。凡事徹底の面で
は、もう少し積極的なあいさつや、主体的に掃除や課題に取り
組む姿勢があるとよい。

・出欠に関する内容だけでなく、学習面や部活動、個々の抱え
る課題について、各家庭と密に連絡を取ることができた。場合
によっては、関係機関につなげることもあった。メールで連絡
する事案が増えてきたが、インターンシップや修学旅行関係
等、外部と関わる内容については、紙面での確認が必要であっ
たように思われる。

A

・１学年、３学年は生徒・保護者とも80％～90％の評価で
あるが、2学年は生徒・保護者とも70％台となっているの
で、次年度改善策にあるように、生徒・保護者との意思疎
通をしっかりと図っサポートしてほしい。入学時からコロ
ナ禍で、本来経験できる学生生活に制約が多く、伸び伸び
できない窮屈な日々であったと思う。５類移行で制限も
徐々に解除されるので、教員は大変だろうが改めて学生生
活をエンジョイして欲しいものである。
・第２学年において将来のビジョンを具体的に考えること
になっているため、ここまでに少しでも企業やその他の事
業者のことを「知る機会」が増えることを望む。保護者も
知らないことは多いと思われるため保護者への情報発信も
大事だと考える。

・全員の進路が決定していることは、大変すばらしい。
・キャリア教育の点で生徒の評価が低いのが気になる。そ
の他の項目では評価が高いのだが…。
・保護者はコロナ禍ということであまり学校に行く機会が
少ない中としては、評価点では満足ではないだろうか。
・学年に応じて特色のある目標設定を評価する。
・第２学年において、外部(社会とのつながり)を積極的に
行うことや、社会に出るイメージを、そして家庭の重要性
などの教育は、この世代だからこそ必要と思う。
・第３学年においては、学内だけではイメージを持てない
情報の多様化により、専門的な当事者情報の交換は必要と
思う。

1



学校評価アンケート（生徒）の項目で「あなたは、自らの進路について、
はっきりとした目標をもち学校生活を送っていると思う。」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 79.4%

学校評価アンケート（保護者）の項目で「本校は学校と家庭の連携がうま
くいっていると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

保護者 79.5%

学校評価アンケート（生徒）の項目で「本校に入学して、言葉遣い、マ
ナーなど社会人として必要な資質が向上していると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

生徒 95.6%

学校評価アンケート（保護者）の項目で「本校は家庭との連携がうまく
いっていると思う」が
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

保護者 82.4%

商
業

1学年…ビジネスの基礎
とビジネスマナーの育成

簿記・ビジネス基礎・情報処理の基本3教科の知識・理解を定着
させるために補習と課外を実施

日商簿記3級、全商情報処理2級の取得 資料
・授業担当者において、授業改善、検定課外を実施し、全商情
報処理検定では92.3％の合格率を残した。

B
・基礎的なスキルの習得への成果として評価する。
・より効果が上がるように役割分担し、目標達成を目指してほしい。
・対前年比の数値が欲しい。

A

2学年…上級資格取得へ
の取組

全商検定1級取得のために補習・課外を実施
全商簿記実務検定1級、全商ビジネス計算実務検定1級、全商ビジネス文書
実務検定1級の取得

資料

3学年…社会人基礎力の
育成、全商1級3種目の取
組

「総合実践」でビジネスマナー教育を実践、商業経済検定1級の
取得で全商検定1級3種目取得をめざす。

全商検定1級3種目以上合格者数30名 資料

2学年・・・意欲的に資
格取得に取り組む

全商情報処理検定1級（ビジネス情報部門、プログラミング部
門）の取得を目指す。

情報に関する応用的な内容の理解と、全商情報処理検定１級（ビジネス情
報部門、プログラミング部門）の取得。

資料

3学年・・・情報に関す
る専門性を高める

課題研究、選択科目を通して、高いレベルの知識・技術を習得す
る。

全商検定1級3種目以上合格者数20名
高度資格取得（日商簿記2級、ITパスポート）

資料

生徒 95.8%

保護者 92.1%

高度な学習の展開

日商簿記、ＩＴパスポート等の高度資格取得合格者数の割合及び合格者数
が前年度比
Ａ：割合、数ともに増加した。
Ｂ：割合、数のいずれかが増加した。
Ｃ：変わらなかった。
Ｄ：割合、数ともに減少した。

資料

・日商簿記２５名合格（１級２名、２級２３名）は前年の１５
名合格（１級２名、２級１３名）に比べて増加した。１級の合
格者が２名出たことは、素晴らしい成果である。１年生におい
ても日商簿記３級を１２９名が受検して結果待ちである。
・ITパスポートについては１０名合格であり、前年と同様で
あった。

A

働き方改革に係る「当事
者意識」の高揚と、協働
の業務体制を整える

自分の「多忙化」の現状を客観的に把握するとともに、各業務の
目的を共有し協働して教育活動を行う業務体制を整える。

学校評価アンケート（教員）の項目で「在校等時間記録表に基づきセルフ
ジョブコントロールを推進している」が、
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

教員 58.6%

・業務時間記録表の提出率は昨年度同様100％であり、超過勤務
時間については昨年比97.5％で、やや削減されてきている。
・アンケート結果が低く、今後も継続してセルフジョブコント
ロールを推進していく必要がある。

B B

働き方改革に係る具体的
行動

業務時間削減に向けて主体的に取り組み、心身ともに良好に業務
を進めることができる職場づくりを行う。

学校評価アンケート（教員）の項目で、「長期休業中の 「時差出勤」等
の活用を推進し、業務時間短縮に努めている」が、
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

教員 64.3%
・夏季休業中の時差出勤については95.5％、冬季休業中は
20.5％の教員が活用しており、かなり定着してきている。業務
時間については今後も働きかけて行く必要がある。

B B

B A

商
業
科

・2学年･･･1学年同様、個別指導や検定課外を実施し、全商簿記
検定では、1級に46名合格した。
・3学年･･･全商検定1級3種目以上合格者数29名を達成した。総
合実践ではビジネスマナー、チャレンジショップでは販売実習
で実践的な体験活動を実施した。

B

・商業科として生徒の将来に向け有効な取組を継続し、成果を上げて
いることを評価する。
・より効果が上がるように役割分担し、目標達成を目指してほしい。
・対前年比の数値が欲しい。
・チャレンジショップなどの見直しをし、体験値・経験値を上げる必
要がある。

A

第
２
学
年

キャリア教育を充実し、
進路についての目標を確
立する

①授業やLHR等を通して将来のビジョンを具体的に考える
②家庭と密に連絡を取り情報提供に努める

・「総合的な探究の時間」や外部業者の「進路説明会」、卒業
生講話などを通して将来についてインプット、アウトプットす
る機会を与えてきた。しかし、中々自分の進路について明確に
決めることができない生徒もいる状態である。悩んでいる生徒
は個別面談をするなどこれから３学年に向けて対応していきた
い。

・個別対応が必要な生徒に関しては、担任を通して家庭と密に
連絡を取るとともに、教育相談や外部機関との連絡がしっかり
取れていた。また緊急時の連絡もマチコミメールやHPなどで連
絡をしていたが、生徒の日常の情報などが中々家庭に届けるこ
とができていなかったと思われる。３年生では進路に関する大
切な情報もあるので、確実に保護者の元に届くような工夫が必
要であると考える。

B B

・１学年、３学年は生徒・保護者とも80％～90％の評価で
あるが、2学年は生徒・保護者とも70％台となっているの
で、次年度改善策にあるように、生徒・保護者との意思疎
通をしっかりと図っサポートしてほしい。入学時からコロ
ナ禍で、本来経験できる学生生活に制約が多く、伸び伸び
できない窮屈な日々であったと思う。５類移行で制限も
徐々に解除されるので、教員は大変だろうが改めて学生生
活をエンジョイして欲しいものである。
・第２学年において将来のビジョンを具体的に考えること
になっているため、ここまでに少しでも企業やその他の事
業者のことを「知る機会」が増えることを望む。保護者も
知らないことは多いと思われるため保護者への情報発信も
大事だと考える。

・全員の進路が決定していることは、大変すばらしい。
・キャリア教育の点で生徒の評価が低いのが気になる。そ
の他の項目では評価が高いのだが…。
・保護者はコロナ禍ということであまり学校に行く機会が
少ない中としては、評価点では満足ではないだろうか。
・学年に応じて特色のある目標設定を評価する。
・第２学年において、外部(社会とのつながり)を積極的に
行うことや、社会に出るイメージを、そして家庭の重要性
などの教育は、この世代だからこそ必要と思う。
・第３学年においては、学内だけではイメージを持てない
情報の多様化により、専門的な当事者情報の交換は必要と
思う。

第
３
学
年

社会人基礎力を習得さ
せ、自ら主体的に考え行
動できる力を養成する

①自己実現に向けて社会性や主体性を育めるよう学校生活をサ
ポートする
②保護者と密に連絡を取り、定期的な進路情報を発信する

・全員の進路が決定している。さまざまな場面を通して、挨拶
やビジネスマナーを身につけ実践できるようにしてきた。卒業
後も生かせるとよい。
・個々の生徒の状況に応じて適切に対処できている。専門学校
の総合型選抜試験などは夏季休業前に試験が実施されるなど時
期が早まっていることもあり、進路情報などはもう少しこまめ
に連携を取る必要があると考える。

情
報
処
理
科

・２学年・・・全商簿記検定1級63％、全商情報処理検定1級ビ
ジネス情報部門70%、プログラミング部門59％の合格率を達成し
た。全商検定1級3種目以上合格者が13名に達した。
・３学年・・・全商検定1級3種目以上合格者が17名、日商簿記
検定2級合格者10名、ITパスポート合格者7名を達成した。

B

・情報処理科として生徒の将来に向け有効な取組を継続
し、成果を上げていることを評価する。
・基礎から応用へとより専門性を高めるため、適切な指導
ができるように教員も連携して努力してほしい。
・対前年比の数値が欲しい。

A

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進

実践的な取組

①持続可能なコミュニティ・スクールの取組の展開
②チャレンジショップの更なる発展
③課題研究の取組の充実
④高度資格取得に向けた取組の充実

学校評価アンケート（生徒・保護者）の項目で「本校は特色ある教育活動
を行っていると思う」が、
Ａ：80％以上であった。
Ｂ：60％以上であった。
Ｃ：40％以上であった。
Ｄ：40％未満であった。

・商業研究部では、地域の企業や大学と連携し、鯨食復活のプロ
ジェクトに取り組んだ。
・課題研究「観光」の地域連携活動では、地域の観光に携わられて
いる講師の方々に講演をいただき研究を深めた。
・課題研究「チャレンジショップ」では、１２月の販売活動は例年
以上に盛況で、全体の売上については前年比１０９．９％であっ
た。

【総務】成果は上記の「重点目標の達成状況の診断・分析」のとおりである。保護者アンケートの質問内容の改善をする必要がある。

【教務】目標については概ね向上できていると思われる。今年度は新課程移行に伴う科目や教材の変更、また評価の方法が変わったことにより各教員の負担が増加した。またコロナウイルスよる学級閉鎖もあり、対応に追われることになった。対策は検討していても実際に運用すると問題点が出
てきたため、今後はその問題を解決していくことが課題になると考えられる。

【生徒指導】学校行事については、鹿商交歓会の経験からホームマッチに「ｅスポーツ」を取り入れるなど、新しい試みに積極的にチャレンジできた。アンケート結果からも成果を感じているので、今後も生徒と協議しながら行事運営していきたい。校則の見直しが話題となっている。本校でも
生徒総会を経て変えた規則もある。生徒の意見を取り入れることも大切にしていきたいが、実業高校としての在り方も同時に考えていけるように指導を続けていきたい。清掃活動への意識は上がってきているが、各掃除区域の清掃状況をチェックするところまでできていない。今後検討していき
たい。情報モラル教育について、外部講師による講義を行い、意識を高めることができた。また、各学期の始業式、終業式の際に、注意喚起を行った。

【進路指導】就職に関しては12年連続内定率100％を達成することができた。次年度も事業所との情報交換を密に行い、就職先の確保に努めるとともに、地元に就職して地域に貢献できる人材の育成に努めたい。進学に関しては本年度からの取り組みであったグループ体制での小論文指導を検証
し、指導体制を確立していきたい。また３年間の継続したキャリア教育を推進し、社会的・職業的自立に向けた基礎的・汎用的能力の育成を図りたい。

【保健体育】毎朝、健康観察・体温入力を行うことで、自身の健康状態を確認し、振り返ることができた。しかし、特定の生徒が入力できていないこともあり、担任や保健体育部と継続し指導しているところである。また、コロナ禍の影響か、今年度も心身の不調を訴える生徒や保健室利用が多
かった。今後も継続して、担任や教育相談、SC等と連携し共通理解を図り、組織的に対応していきたい。

【教育相談・人権教育】生活アンケートや学校安全アンケート等を通して生徒の実態を把握することができた。生徒の意識にも、困ったことがあれば周囲の大人に相談するという意識が大分根付いているように見受けられる。心の問題を抱えた生徒が増えていることを鑑みると、校内の支援体制
がより充実することが望まれる。

A

・本市及び本校の特色を生かした取組に十分成果を上げており評
価する。来年度に向けて新たな取組の検討にも期待する。
・昨年10月の日本遺産フェスに、チャレンジショップも出店して
いたが、各市の展示方法等を勉強できたのではないだろうか。今
後もこのようなフェスへの出店も積極的にチャレンジしてほし
い。2024年4月に市立大学が開設する、データサイエンス学部は企
業や医療分野等のデータ分析等、より高度な情報活動を行うため
のスペシャリストの育成を目指しているので、連携してみるのも
面白いのではないだろうか。
・生徒・保護者共に評価点が高いところが良いと思う。コロナ禍
でもできる事を考えた活動が良かったのではないか。
・進学にしろ就職にしても、在学中に何をしたかを問われるた
め、意識した取組は必要だと思う。

A

業
務
改
善

・属人化した業務は新たな目で見直すことで業務改善でき
ることがあるため、根気強く業務改善に取り組んでいただ
きたい。
・各教員はコロナ感染防止対応で従来と違った対応を求め
られて、通常業務に加えて新たな業務も増えたのではない
だろうか。医療機関では医師、看護師等の働き方改革を推
進するための実施計画を策定し、時間外や休暇取得率につ
いて毎年度実績の報告を求められている。特に時間外は労
基署への報告もある。いつまでに何を達成するか、項目を
絞って実施計画を作成してはどうだろうか。
・昨年度に比べて両方とも評価が下がっている。業務改善
は必要なことだと思う。思いきった改善が求められる。

６　学校評価総括（取組の成果と課題）

【情報処理】情報処理科の担任や教科担当者との連携を図り、生徒一人ひとりの成長が結果として現れた。３年生の進路では、国公立大学９名や公務員合格１名も含めて多くの生徒の進路実現を果たした。来年度からは、新３年生に対する３年間の継続的な指導と新１・２年生に対する新教育課
程に向けた指導を検討し、より良い学科編成を計画していきたい。今後も、多くの生徒が全商検定１級３種目以上合格や高度資格の取得ができるように指導を継続したい。

【業務改善】多忙化解消のため、校務の電子化や効率化が進んきた。今後は教職員の活用スキルの向上と、情報共有による協働の体制の強化を図りたい。学校業務支援員や部活動指導員等の学校支援人材の活用についても、市教委とも協議しながら検討していきたい。また、引き続き校務の総点
検を行い、更なる業務の精選・簡素化を推進する。

７　次年度への改善策

【総務】ＷＥＢページのさらなる充実を図るとともに、コロナ後の学校行事の在り方を検討したい。

【教務】引き続き、家庭学習を増やす工夫を考える。また、新教育課程の移行に伴う観点別評価の方法について、引き続き研究や研修を行い、授業の質の向上をめざしたい。

【生徒指導】学校行事について、今後コロナ禍以前の状態に戻ることが予想される。効率化など、この３年間で行かせたことはうまく組み込み、よりよい学校行事にしていきたい。規範意識を高めるために、「ルールを守る」といった意識だけでなく、「そのルールの必要性」を理解させること
を意識した指導が展開できればと考えている。清掃活動については、毎日の清掃状況のチェックや校外清掃活動にチャレンジしてみたい。情報モラル教育については、トラブルの未然防止の観点だけでなく、望ましい利用の仕方についても触れていきたい。

【図書】読書、学習の場としてふさわしい環境を維持することに注力した。また、必要な情報に確実にたどり着けるように、コーナーの設置、配架の工夫、そしてカンファレンスを機能的に行った。また、司書の交代に伴い蔵書の整理と配架のモデルチェンジが進んだ。１年生には、各種読書の
誘いを意識した授業時の貸し出し、読書ノートの活用、新書版の図書の紹介ポップの作成、３年生には、小論文対策の資料の発信に重点を置き活動した。３年生２名が、県の「読感想文コンクール」において、優秀賞などの各種賞を受賞した。

【情報】昨年に比べると学習用端末を活用する機会は増えているように感じる。今後の課題として年度更新をUSBを使用する方法からintuneを使用する方法に変更するか否かを検討する必要がある。また、故障機が増えてきているため保険への加入やリカバリ方法について考えていかなければなら
ない。

【第１学年】基本的な生活習慣が確立している。学校行事には互いに協力し合い、積極的に参加した。コースや科目の選択、インターンシップなど今年度より始まった新たな内容にも意欲的に取り組むことができた。落ち着いた雰囲気、学習に対するモチベーション、凡事徹底等、引き続き持ち
続けて次学年ではさらに充実した学校生活を送ってほしい。

【第２学年】修学旅行や文化祭など大きな行事や様々なイベントなどを通して、仲間と協力し、コミュニケーションを取り、様々なことにチャレンジすることで各自が成長してくれたように感じている。３年生になることで、より多くのことを経験し、悩んで、決断し、自らの意志で行動しない
といけないことも増えていくと思われるが、しっかりとサポートし、寄り添いながら、挨拶の徹底など指導すべきこところはしっかり指導し、各自が望む進路実現をさせていきたい。

【第３学年】３年生になっての進路変更もあったが、生徒自身が個々の自己実現に向けた取り組みができている。本校で学んだことは今後に生かしてほしい。

【商業】定期考査前の個別指導や検定対策課外など、各教員が担当クラスの生徒に対して十分な指導を行った。その結果、１年生の「簿記」で日商簿記検定３級に挑戦することができた。２年生からのコース選択についても概ね計画通り実施できた。
　　　　来年度に向けては、全商検定１級３種目以上合格者数30名以上、新教育課程を滞りなく実行する。

【第２学年】進路を決定する最終学年として、より生徒・保護者と意思疎通をしっかりと図り、各生徒たちの夢が叶えるようサポートしていきたい。

【第３学年】新型コロナが５類への移行となるため、学校行事等が以前の状態に戻ることが考えられる。高校生活で経験していないことも増えると予想されるので、適切なアドバイスし充実した学校生活が送れるようにしたい。全員の希望に沿った進路が実現できるように体制を整えていく。

【商業】新教育課程の完成に向けて２年目を滞りなく実行するために、それぞれの教員が役割を分担して組織的に対応していきたい。

【情報処理】資格取得や進路実現に向けて適切な指導が行えるよう、教員間の連携と生徒の意欲向上を図る。

【業務改善】引き続き校務の総点検を行い、更なる校務の電子化や効率化をより一層進めていく。市教委とも協議しながら、学校業務支援員や部活動指導員等の学校支援人材の活用についても検討していきたい。

【進路指導】就職に関しては地元企業との連携を図り、地域の活性化を担う人材を送り出せるよう努めたい。進学に関しては多様な進学先に対応できるように情報収集と指導体制を確立していきたい。また、生徒や保護者に対して進路情報の提供も積極的に行いたい。

【保健体育】健康観察や治療勧奨については、担任等と連携し継続して徹底させていきたい。また、心身の不調を訴える生徒や保健室利用も多いため、担任や教育相談、SC等と連携し共通理解を図り、組織的に対応していきたい。

【教育相談・人権教育】生徒や保護者が安心して相談できる体制作りと、人権教育、心の教育、教職員研修の更なる充実を図りたい。

【図書】読書・学習・情報の各センターとしてのそれぞれの機能を、時代に合った形でより洗練させていくとともに、生徒が、自分と向き合ったり、思索にふけったり、また、何かの時に「心のオアシス」として気軽に立ち寄ってくれる、そんな万古館でありたいと考える。

【情報】業者と連携をしてより良い環境整備をしていかなければならない。また、教員の業務改善ができるよう校内研修なども実施したい。

【第１学年】より充実した学校生活が送れるよう、学習指導や進路指導をサポートしたい。また、自尊心を高め、他者尊重の温かい心を育み、よりよい生き方を模索するさまざまな機会を提供して、心の成長に寄り添いたい。
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